
鳥取県西部広域行政管理組合建設工事検査規程 

（趣旨） 

第１条 この訓令は、鳥取県西部広域行政管理組合建設工事執行規則（平

成８年鳥取県西部広域行政管理組合規則第６号）第２条の規定におい

て準用する米子市建設工事執行規則（平成１７年米子市規則第１０６

号）の規定に基づいて執行する請負工事（以下「工事」という。）の

検査に関し、別に定めがあるもののほか、必要な事項を定めるものと

する。 

（検査の種類） 

第２条 検査の種類は、次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ当該各号

に定めるとおりとする。 

⑴ 中間検査 工事の完成前に必要と認めて行う検査 

⑵ 完成検査 工事の完成を確認するために行う検査 

⑶ 出来形検査 工事の完成前に工事の出来形部分等を確認するため

に行う検査 

（検査員） 

第３条 検査を行う者（以下「検査員」という。）は、課長の職にある者

とする。ただし、当該職員によっては検査を行うことが困難であり、

又は適当でない場合は、この限りでない。 

（検査の実施） 

第４条 検査員は、契約書、設計書、図面、仕様書その他の関係書類及び

別に定める建設工事検査基準に基づいて厳正に検査を行わなければな

らない。 

２ 検査員は、地下、水中等で検査目的物に外部から明視することができ

ない部分があるときは、工事記録、写真その他の書類により検査を行



うことができる。 

３ 検査員は、検査上必要があると認めるときは、検査目的物を破壊し、

分解し、又は試験して検査を行うことができる。 

（検査の立会い） 

第５条 検査は、次に掲げる者を立ち会わせて行うものとする。 

⑴ 監督員 

⑵ 請負者若しくはその代理人又は現場代理人及び主任技術者 

⑶ 前２号に掲げる者のほか、必要があると認められる者 

（資料提出の要求） 

第６条 検査員は、必要があると認めるときは、関係者に対し資料の提出

を求めることができる。 

（検査結果の復命） 

第７条 検査員は、検査を終了したときは、速やかに、その結果を管理者

に復命しなければならない。 

附 則 

この訓令は、平成２３年４月１日から施行する。 

 


